
Title マガレイおよびマコガレイの摂餌日周期について

Author(s) 高橋, 豊美; 富永, 武治; 前田, 辰昭 他

Citation 日本水産学会誌, 48(9), 1257-1264
https://doi.org/10.2331/suisan.48.1257

Issue Date 1982

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/38656

Rights © 1982 公益社団法人日本水産学会

Type journal article

File Information takahashi1-9.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



Bulletin of the Japanese Society of Scientific Fisberies 43(9)， 1257-1264 (1982) 

マガレイおよびマコガレイの摂餌日周期についてネ1

高橋豊美@富永武治@前田辰昭@上野元一」

(1982年 2月 24日受理)

On Diurnal Feeding Periodicity of Two Species of Righteye Flounders， 

Lilηanda hel・zensteinIand L. yokohamae 

Toyorni TAKAHASI-n*2; Takeji TOMINAGA判ラ TatsuakiMAEDAキ

and Motokazu UENOれ

1n order to巴lucidatιthediurnal fee.こlingperiodicity of Limal1da Izerzensteini and L. Yoko-
hamae， fourty-four stomach s乱mples，comprising 2487 specimens， obtained with a trawlnet in Mu町

tsu Bay at different times in the day during May 1979 and May and October 1980 were examined. 

1n both species， except for the matured自sI1of L. yoko/zamae， in autumn themean number of 
main food organisms (Scalibregma Inji.ヨtUI11and Parσrprionospio sp.) in the stomach and stomach 
contents weight index (SCIニ二stomachcontents weight x 102/body weight) increased from about 110011 

to evening， while th号ratiosof digested contents weight in the stomach (D = digested cont間 tsweight 
メ102/st01η旦chcontents weight) decr巴as己dduring th巴afternoon. Th号5巴resultsshow both species 

i11 autumn intook food chie日yf1'Om about n0011 to evening. 1n spr‘ing， however， it w旦sclearly 

seen that the two p悶 ksof feeding activity took pIace during forenoon and afternoon. 

The reason for the difference in diurnal feeding periodicity between seasons w品snot clear. 

But it seems likely that the variations in I号ngthof daytime and intensity of food requirem己ntil1 

relation to their physiological conditiol1S is the main factor. 

著者らは青森県の陸奥湾において，カレイ科魚類

(Pleuronectidae)主要種の分布構造について研究を行っ

ているが，餌生物がカレイ類の分布様式にどのようなか

かわりを持っているのかを解明するためには摂餌日周期

を求め，摂餌強度の度合を把握する必要がある。具体類

(Heterosomata)のうち，ヒラメ科 (Bothidae)およびカ

レイ科魚類の怯餌活動が日出前薄明時から日没後薄明時

まで、の間に行ムわれていることは多くの報告1一日Jから知ら

れている O しかし摂餌日周期については3 ざ!才魚、で、は

比較的多くの情報が得られているが，未成魚、および成魚

群についての知見は非常に乏Lく，本邦周辺海域のカレ

イ頬ではムシガvイ Eopsettagrigorjewiの報告10)しか

二号、られな¥"0このためp 著者らは 1979年5月， 1980年

5月および 10月に採集されたマガレイ Limandaherzell-

steiniとマコガレイ L.yoko!zamaeの胃内容物標本から

摂餌日周期を検討した O

本研究の発表に当り，多大なf~~援助，御協力を賜わっ

た青森県水産試験場の元場長馬場勝彦氏，同試験場調査

部，漁業部および調査船青鵬丸船長中川武光氏ほか乗組

員一同ならびに青森県水産部の各位に対し?衷心より厚

くお礼申し上(ずまず。また，標本の採集と生物測定は柳

川延之，中谷敏邦，井上麻紀，藤石嘉隆?花見正三， ) 11 

村潔，富永修，二木幸彦の諸君の協力に負うところ

が大きく，資料の処理方法は北海道大学水産学部助教授

木下哲一郎氏，底生生物の分類に際しては同助教展中尾

繁博士から文献紹介などの助言を]頁き，心から謝意を去

する次第です。

材料および方法

本研究に用いた材料は調査船青鵬九 (19.94 トン)に

よるかけ廻し式底曳網によって採集されたマガレイ 1297

尾およびマコガレイ 1190尾の標本である。摂餌日周期

の解析材料を得るため， 1980 年 10 月 15~17 日 p 陸奥

湾中央部の比較的狭い範囲の水域内(底水温 15~170C，

j容存酸素量 5.1~ 8.7 ppm， 水深 45~55 m， 泥含有率

80~90%) で， 日出在後の 06時 20分から日没約1.時

間前の 15時 37分までの問に計5回の標本採集を行っ

た。また， このほかに 1979 年 5 月 30~31 日， 1980年

*1陸奥湾におけるマガレイおよびマコガレイの分布構造に関する研究 1 (Studies on Distribution Ecology of 

Two Species of Rightey巴FloundersラLimandaherzensteini and L. yokohamae， in Mutsu Bay-l). 

*~北海道大学水産学部 (Faculty of Fisheries， Hokkaido University， Mipato-3ラ Hakodat巴041，Jap丘n).

判官森県水産試験場 (Aomori Prefectural Fisheries Experimental Station， Ajigasawa， AOl11ori 038-26， Japan). 
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Tahl母1. Numb色rof fish used for fe己dinginvestigation 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一 一一一一一一一一一 一一一一一

NO.of 
Location No. of specimens 

sample 
Time (11) Date ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

Lat. (N) Long. (E) L. herzensteini L. yokohamae 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一

O / O / 

06: 35 1979 Mav 30 41-04.0 140-51.0 54 
2 07: 15 31 41-01.0 141-03.0 60 
3 08: 10 30 41-06.5 140-57.0 65 
4 10: 05 30 41-06.3 141-03.4 15 
5 11: 35 30 41-JO.0 141-10.5 54 
6 13: 10 30 41-06.5 141-10.5 28 
7 14: 55 30 41-01.5 141-10.5 10 
8 06: 22 1980 May 19 41-06.0 140-50‘。 22 (0)引
9 07: 04 18 41-00.0 141-07.0 23 (0) 17 
10 07: 48 19 41-05.0 140-46.0 46 (18) 
11 08: 15 18 41-01.5 141-09.5 9J (13) 30 
12 09: 26 18 41-04.0 141-07.0 25 (12) 24 
13 10: 30 17 41-04‘O 14(ト51.0 86 (28) 
14 12: 05 18 41-10.0 141-10.5 77 

15 12: 16 17 41-03.4 140-59.5 42 (J 5) 
16 13: 32 17 41← 04.0 141-02.0 17 (0) 11 
17 14: 20 18 41-04.5 141-00.7 66 (35) 27 
18 14: 33 17 41-01.0 141-03.0 105 (30) 17 
19 15: 30 18 41-06.5 140-57.0 94 (42) 86 
P1 06:20 1980 Oct. 17 41-05.2 140-53.7 96 100 (77)キ2

20 07:37 15 41-00.0 141-07.0 26 28 (28) 
P。 07: 42 J7 41-05.2 [40-53.7 99 121 (100) 
21 09: 00 16 41-02.6 141-09.4 18 (18) 
PS 09: 22 17 41-06.5 140-54.8 101 89 (78) 
22 11: 03 17 41-05.9 140-43.5 105 
P4 12: 07 15 41-04.0 140-49.4 33 60 (24) 
23 12: 10 16 41-07.0 141-07.0 23 31 (31) 
24 12: 47 17 41-08.0 140-44.5 101 
25 13: 27 16 41-10.0 141-11.0 66 (66) 
P5 15: 37 16 41-06.5 140-57.0 96 102 (62) 
一一一一一一一司

紅、 Female キ Immaturefish 

Fig. 1. Locations ¥vhere stomach samples were 

coIJected. 

ム May1979ラ。 May1980， 0: Octob釘
1980. 

5 月 17~19 日， 1980 年 10 月 15~17 日の各期間に採

された標本もfItせ用いた (Table1， Fig. 1)。各曳網目

次の漁獲物中よりそれぞれ約 100尾(漁獲尾数が少なし、

場合は全数)のマガレイおよびマコガレイを凍結標本と

して持ち帰h 解凍後，耳石を摘出し，体長(全長:計

部単位 1mm)，体重 (1g単f主)，生殖腺重量および肝

臓重量 00-2g単位)の計測9 ならびに性別と熟度の記

録を行いp 胃標本は 10~~ のホルマリユノ溶液で固定 L

た。胃内容物については，ろ#;1えを用いて過剰の水分を除

去Lて視重量(10-3g単位)を計測したのち.シャーレ

内で水をJ]!Zぎかけながらほぐし実体顕徴鏡下にて同定

を行い9 種類別に個体数と湿重量を計測した。個体数は

多毛類では頭部;蛇尾類では盤の数に上り算定した。

摂餌日周期を解析する方法として，主食物種の胃内出

現個体数ァ胃内容物重量指数 (SCI=胃内容物重量X102 

/体重)および胃内消化物重量比 (D=胃内消化物重量

>< 102i胃内容物重量)の各時刻による変化を求めた。
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秋季の摂時日周期 1980年 10月に採集されたマガレ

イの体長範囲は 9.7~27.0cm で，未成熟魚，もしくは

産卵後の生殖腺の回復期~成熟進行初期にあたる成魚で

あった。一方，マコガレイの体長範囲は 1 1.6~3 1.2cm

で，未成熟;魚のほか，成熟途上にある個体が含まれてし、

たが?成熟魚、では SCI値が著しく低い{固体が多く (Fig.

2)，胃が収縮したものも多かったので9 マコガレイにつ

いては未成熟魚、のみ扱った。また，摂餌量は魚、の牛理状

態、のほか，外的環境要因に影響されている可能性が考え

られることから 3 環境要因が類似した比較的狭い範囲の

水域内から採集された標本(P1~ P5)について検討した O

1) 主食物種の胃内出現個体数 Table2に標本丸~

P5の胃内容物組成を示す。マガレイの胃内容物は重量

よじでは二枚貝の一種チヨノハナガイ Raetαrostralisの

比率も比較的高かったが (14.9/~入多毛類の占める割合

が高く (70.3%)，このうちトノサマゴカイ Scalibregll1a

inflatumが優占していた (47.7%)。これに対して，マコ

ガレイでは多毛頭の占める割合が著しく高く (92.8%)， 

トノサマゴカイ (39.7%)とスピオ科の一種 par叩rlO110四

spio sp.中 (31.4ï~) が優占していた O マガレイでは体長

の大きさにかかわらず， トノサマゴカイの重量比が高か

った。しか L，マコガレイでは Fig.3に示したように，

体長 20cm以下ではトノサマゴカイの重量比が高く 3

体長 20cmを越えるものではparapriollospiosp.の割合

が高くなっており，主食物の種類は体長により異なって

し、?こ。
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U I I I I I I I 

Z J 円寸「川 II I I I I iT寸[斗1w 0 L一_LI I ! ! l! I I I i 

コ o 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 
心 SC1 
日Z

L 

20 

10 

MATURE 

門~ 40 

oL-J'--+--'--j----'--t--'----C 
o 0.2 0.4 0.6 0.8 

SCI 
1.2 14 1.6 1.8 2.0 

Fig. 2. Frequency distribution of stomach con岨

tel1ts weight index (SCI) of immature al1d 

mature日shof L. yokohamae (Sample Po) in 

October 1980. n: number of fish. 

Fig.4はマガレイおよびマコガレイについて，それぞ

れ3つの体長階級別に尾当りのトノサマゴカイ胃内

出現個体数の平均値を求め，これを採集時刻別に示した

ものである。ただし空胃@消化物個体(胃内容物全量が

消化物であるもの)および非常に少数であったが著しく

大型の生物を摂食していた個体は計算に捺して除いた。
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Values wer巴ca1culatedfor stomachs contain-
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* 木邦周辺海域の pσrapriol1ospio属については最近，河日本周辺海域から形質の具る 4型が報告されたが 11) 当
i毎域のものはそのうちの C1型である.
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Food organism 

1260 

POLYCHAETA 

Syllidae sp. D 

Goniad旦sp.

Other Glyceridae 

LU111briconereinae spp. 

Paraprionospio sp. 

A1age[ona japonica 

Scalibregma in.ffatllJJl 
Maldσne sm・si

Other Maldanidae 

Lagis bocki 

Terebellidae sp. 

Sabellidae spp. 

Other polychaeta 

ECHlURlDA 

t.;IOLLUSCA 

Aplysia sp. 

Other gastropoda 

正当?isiphonmakiyamai 

Raeta rostralis 

Other Bivalvia 

CLUSTACEA 

OPHIUROIDEA 

Othel・inverlebrates

Pisces 

Plant 111乱terials

5.S 

17 

Fig. 5. Mean number of Paraprionospio sp. per 

stom旦chof immature L. yokohamae of 20-

24 cm (Sample PcPu) at different tim号sin 

th巴 dayin Octobα1980. Values were caI酬

cu!ated for stomachs containing indigested 

food. S. R.: sun rise， S. S.: sun set. 
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O 

O 

Z 

これによれば?体長 20~24 C111のマコガレイを除き p

トノサマゴカイの胃内出現[固体数は両種ともに，いずれ

の体長階級でも日出直後から正午頃までの聞では少ない

が (0.6~6.0ラ 0.6~7.6個体)，日没約 1時間前では著し

く多くなっている(l7.7~2 1.9 ， 39.9~62.7 個体)。この

ような傾向は体長 20~24C111のマコガレイではそれほ

ど顕著ではなかった O しかし Fig.5に示したように?

より主要な食物となっていた paraprionospiosp.の胃内

出現個体数は日出直後から日出約 4時間後までは少なか

ったが (O~O.7 個体) ，正午頃から日没杓 1時間前にか

けて急増していた (7.9~13.0個体)0 このことはトノサ

マゴカイあるいは parapriol1ospiosp.が概して正午前後

から夕刻にかけーて主に摂食されていたことを示してい

日没約 1 時間前のモードは O.5~O.6 となっ

この土うに SClfI立が夕刻に高い傾向はマコガ

レイでは Fig.7にみられるように，より顕著であった。

すなわち，日出直後から日出約4時間後までの SCI

ら;れたが，

ていた。

る。

2) 胃内容物重量指数 マガレイおよびマコガレイの

SCI[直は体長が小さいものて、は比較的高い傾向が認めら

れたが，顕著で、はなかったため3 各体長階級をこみにし

て扱った O マガレイの SCI値は Fig.6に示したように7

日出直後から正午頃までの間は O.2~0.4にモードがみ



胃 I}~容物のほぼ全量が消化物であるものーの出現率はマ

ガレイでは概して日出直後から正午頃までの聞では比較

的高かったが (18.2~45.8%)，日没約 1 時間前ではかな

り低く (6.3%九 胃内に未消化物が全く認められなかっ

た個体の比率はわずか 3.1%であった。またp 日没約 1

時間前ではD 倍のモード、はおよそ 70 C'V 75/~ にみられた

がp これら未消化物をかなり含んでいた個体の出現率は

正午頃まで低かった。一方， Fig.9に示したようにp マコ

ガレイでは D>95%の出現率はマガレイと同様にp日出

S.S岨

1ア

Fig. 9. Frequency distribution of ratio of digested 

contents weight in the stomach (D) of im・

mature L. yokohamae (Sample PI-P5) at dif.固

たrenttimむ inthe day i11 October 1980. 11 : 

number of fish， S. R.: SU11 rise， S.S.: SU11 set. 

Fig. 2. Frequency distribution of ratio of digest巴d

contents weight in th巴stomach(D) of L. her帽

zensteini (8乱mpleP1-P5) at different times in 

the d旦yin October 1980. 11: number of fish多

S. R.: sun ris久 S.S.・sunset. 
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は 0.3~O.5 にモードがあるが，正午頃ではおおむね

0.2~0.4および O.8~O司9 をモードとする 21[年型の分布

を示しており，また，日没約 1時間前では SClfl直が 0.6

以下の個体は非常に少ないうえに， SCI値が1.4を越

える個体もかなり出現している。

3) 胃内消化物重量比 Fig.8に示したように9 胃内

消化物重量比が著しく高い個体 (D>95~，~) すなわち，

S.S 

17 

S.S 

16 17 

Fig. 6. Frequency distribution of stomach C011帽

tents weight index (SCI) of L. herzensteIni 

(Samp!e PcPo) at different times in the day in 

October 1980. n: number of fish， S. R.: sun 

riseう S.S.: sun set. 

Fig. 7. Fr号quenιydistribution of stomach con掴

tents weight index (SCI) of immature L. yoko-

hal1lσq (Sample PCP5) at different timεs in the 

day in October 1980. 11: 11umber of五sb，

S. R.: sun riseラ S.S.・sunset. 
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高橋。富永@前回@上野

率はし、ずれも標本 Pl~P5 から求めた SCI>0.5 の出現

頻度由線の近くに分布している。一方p

湾中央部以外の地点から採集された標本の SCI>O.8の

出現率は全体的に高いが，標本 Pl~P5 から求めた SCI

>0.8の出現頻度曲線とかなりよく相関している。従っ

て， SCI値は場所による差異もみられるが，比較的多数

の標本を用いる場合では，ある程度，異った環境中から

採集された標本であっても，摂餌日周期の概略を三jとめる

ことが可能と考えられる。

春季の摂餌日周期 1980年 5月に採集されたマガレ

イの体長範囲は 8.7~24.8cm で，少数の未成熟魚が含

まれていたがp 多くは成熟途上~完熟期，放卯放精中も

しくは直後の個体であった。さきに述べたように，成熟

途上にあるマコガレイでは摂餌量が少なかったがy マガ

レイでは完熟期のものであってもかなり撰餌を行ってい

るoFig. 11は最も高い SCI値を示した標本について9

雌魚、の GSI値と SCI値の関係を示したものである。こ

れによれば， SCI>O.5の出現率は GSI値とは明らかな

関連性が認められなかった。しかし， GSI値が高いもの

ほど， SCI値が低くなっている傾向からみて， GS1>25 

の個体では SCI>0.5の出現がほとんど期待できないた

め，これらを除いて SCI>0.5の出現率を求めた。ただ

し雄魚、では GSI但と SCI>O.5の出現率に閣連性が

認められなかったので，一括して扱った。 Fig.12によ

れば，雌雄ともに，日出時から日没時までの間に 2回の

明瞭な摂餌ピークが認められた。すなわち， SCI>O.5の

出現率は日出約 2 時間後頃から高くなり 3 日出約 4~5

時間後にはほぼピークを示しその後正午頃まで下降線

をたどり，日没約 3~4 時間前には再びピークを示して

マコガレイで、f土

直後から正午噴までの間では比較的高かったが (20.8~

46.8%)，日没約 1時間前では著しく低くなっていた

(3.3 %)。また，日出直後から日出約4時間後までの間，

D値の組成は大きな差異を示していないが3 正午頃のD

値は 90%以上と 75%以下に分かれており，日没約 1

時間前ではD{I庄が 80%を越える個体はほとんど出現し

ていない。

以上，述べたように3 マガレイおよびマコガレイはと

もに，日出直後では主食物種の胃内出現個体数および胃

内容物重量指数がいずれも低く，胃内消化物重量比の高

いものが多かった。これは両種の摂餌活動が夜間にはほ

とんど行われていなかったことを示している。また，こ

れらの時刻的変化からみて，両種の一日の主たる摂餌活

動は秋季では概して正午前後から夕刻にかけて行われて

いたものと推察された O

次に， 1980年 10月に湾中央部以外の地点から採集さ

れた胃標本が標本 Pl，，-，P5から求めた摂餌日周期とどの

ように対応しているのかを検討した。 Fig.10はさきに

求めた日没約 1時間前の SCI値のモードを参考にして，

マガレイでは SCI>0.5，マコガレイでは SCI>0.8の出

現率を各標本ごとに求め，標本 Pl~P5 および他の標本

との比較を示したものである。これによれば，湾中央部

以外の地点から採集されたマガレイの SCI>O.5の出現

1979年および 1980年 5月に採集されたマコ

L 、る。

一方，

。
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Fig. 10. Percentage of L. herzensteini with 
SCI>O.5 and immature L. yokohamae with 
SCI>0.8 in October 1980. ③ Sample Pl~ 
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i貝餌日周期は食物の胃内滞留時間に関連していること

も考えられる。消化管内における食物の消化時間や移動

速度は魚種p 水温， fP、餌量および餌の種煩等により変動

し凶また摂餌を行っている A~i' と撰餌を中止したあとで

は大きく異なることが知られている。2) 本研究を行った

陸奥湾は3月に冷却の極に達し，底水温は 10月に最も

高くなる。16)一般fこ生活適温範囲で、温度が高まれば摂餌

量や飽食量も大きくなるうえに，消化速度も促進される

が，16)1980年5月および 10月に胃標本を採集した地点

の底水鼠はそれぞれ 5~80C， 14~lrC であった。すな

わち， 1 E3 2回の摂餌ピークがみられ，摂餌ピークの間

隔がより短い春季の方が秋季に比べてかなり低温であっ

7こ。 BREGNBALLE2)f土 plaicepleuronectes platessaのj目

化管内における食物の移動速度を調査し甲殻類など消

化しにくい食物種では環形動物に比べ9 より長時間胃に

滞留すると述べている。しかしマガレイおよびマコガ

レイの食物組成は季節，場所および魚体の大きさによる

相異がみられたが，魚種別にみて胃内容物中に占める多

毛類の重量比が春季に高い傾向は認められない。マコガ

レイでは標本 P1~P5 の SCI>O.8 の出現率が他に比べ

て低かったが (Fig.10)，この原因として餌料密度の相

異が考えられる。すなわち，手持ちの資料によれば9

コガレイに摂食されることのある総ての生物をまとめて

みた場合P 標本 Pl~P5 が採集された地点の餌料密度は

1.208 gjm2~4.377 gjm2 (多毛頭は 1.083gjm2~4.1 45 gj 

m2)であったが，比較材料として用いた標本の採集地点

で、は 1地点を除き， 8.103 gjm2~20.915 gjm2 (多毛類

は 6.926gjm2~ 19.886 gjm2)となっていた O また，標本

P1~P6 の採集地点は他に比べて， マコガレイ(未成熟

知、のみ比較した場合で、も)の分布量はかなり多く， しか

も餌料に対して競合関係にあるマガレイの分布量も非常

に多いことからみて，マコガレイ 1尾当りの餌生物量と

してみた場合はより大きな差異があったものと思われ

る。ただし，マガレイでは標本 Pl~P5 の SCI>0.5 の

出現率が他と同程度であった点については明らかではな

かった。以上のように，摂餌量は餌料密度によって影響

されている可能性が考えられるが， lJc季のマコガレイで
は摂餌量および餌料密度の度合にかかわらず， SCI11直の

時刻による変化はほぼ同ーの傾向を示していた O これら

のことから，春。秋季聞で、摂餌日周期が相異する原因に

ついては単に食物の消化時間および消化管内移動速度に

よるものとは考えられない。

春季は 1日2回の民餌活動のピークがあり，

ーク時での SCI11直は秋季より低い傾向がないことから

みて，春季は秋季に比べて 1日に摂取する食物量が多い

と見倣すことができる oTable 3はマガレイおよびマコ

ガレイの各 50尾について， 1980年 5月と 10月の肥

1263 マガレイとマコガレイの摂餌日周期
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Fig. 12. Percentage of L. herzensteini， by sex， 
with SCI>O.5 in May 1980. 畿 femaleラ 0:

male. 
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戸コハun守口。

しカミもピ

ガレイの体長範聞はそれぞれ 8.4，，-，30.2cm， 8 .4 ~29.7cm 

で，未成熟魚および、産卵後の生殖腺の回復期にあたる成

魚のほか，産卵後間もない時期の個体がわず司かに含まれ

ていた。 SCI>0.8の出現率は生殖腺の熟度階級，GSI値

および雌雄による差異がほとんどないので，標本は採集

年別に一括して扱った。 Fig.13によれば，マコガレイ

の SCI>0.8の出現率は両年ともに，日出約2時間後頃

から高くなり始め，日出約4時間後にピークを示してい

る。その後マガレイほど顕著で、はなかったが幾分減少し

ており，日没約6時間前に再びピークを示し，夕刻にか

けて低下する傾向が認められた。

察

木報で、はマガレイおよびマコガレイの摂餌日周期につ

いて検討し，両種ともに春季では日出時から日没時まで

の間に 2回の明瞭な摂餌ピークがみられたが，秋季で

は正午前後から夕刻にかけて主たる摂餌活動が行われて

いたものと推察された。ヒラメ科およびカレイ科魚類は

主として視覚をたよりに食物捕獲行動を行う視覚捕食者

であり 12)潮間帯などの浅海域に生息する当才魚、を除

き 2，13) 夜間にも摂餌を行うとした報告はほとんどみら

れず，木研究でも同様の結果を得た。

考
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Table 3. Mean and standard deviation (SD) of condition factor (K) and hepatosomatic index 

(HSI) of L. he/'zensteini and L. yo/whamσe in May and October 1980 

K HSI 
Species Sex Month 

Mean:土SD

L. herzel1steini Female Mav 0.94士0.08

1.01土0.06

0.86土0.06

1.02士0.06

1.07土0.09

1.09:::1:::0.06 

1.07土0.06

1.11土0.09

Mean士SD

1.85土0.47

2.55士0.61

0.95土0.34

2.75土0.54

0.91土0.24

1.09土0.20

0.83土0.22

1.28土0.24

九1ale

L. yokohamae Female 

MaJe 

In11nature自sh

満j支 (K二体重lOU/体長0) およびn干重量指数 (HSI=

肝臓重量:x 102/体重)の乎均値を示したものである。 こ

れによれば， Kおよび HSI{直はし、ずれも春季の方が低

く，q寺~こマガレイでは顕著であった。これは3 低温な冬

季には摂餌量が減少するうえに，マガレイでは脂肪性貯

蔵物が生殖腺へ吸収されるためと考えられる。すなわ

ち3 春季は主として冬季問における低い摂餌傾向によっ

て低下した魚体の栄養を補充するため? 一年のうちでも

最も多量の餌を必要とする時期となっている O 以上か

ら，両種の摂餌!ヨ周期が季節によって異なるのは，生活

年周期に関連して，餌料に対する生理的要求の度合が異

なるためである可能性が強し、。また，春季は秋季に比べ

て日照時間が~!'.]3時間長く，こうした時間差も影響して

いるであろう。

BREGNBALLE2)は pJaiceにおける摂餌日周期の成因に

ついて?餌生物の行動リズムが関与している可能性を指

摘している。マガレイおよびマコガレイの主食物はトノ

サマゴカイノ ParaprionospioSp・9 ホソタケフシ iVlaldane

sal'siなどの多毛定在類， アメフラ九二枚貝類および

蛇尾類などの埋在住句もしくは表在住生物であり，これ

らにつし、ては多毛遊在類のある種にみられるような遊泳

行動は知られていない O しかし，マコガレイ属(Limanda)

のような視覚捕食者では多毛類、などの感触手や冠など

の動きにも反応して食物捕監行動が誘発される 17，19)こと

から，餌生物の l日における行動特性が摂餌日周期およ

びその季節的変動に関与している可能性も考えられ，こ

の点については今後の研究を待たねばならない O

要約

1979年 5月， 1980年 5月および 10月の各期間に

陸奥湾にて胃標本を採集し，マガレイとマコガレイの摂

餌日周期を検討した O

1) マガレイおよびマコガレイ両種はともに，秋季で

は摂餌活動が低下していたマコガレイ成熟魚、を除き，正

Oct. 

May 

Oct. 

May 
Oct.ぇ=

May 
Oct.ド

午前後から夕刻iこかけて主たる民餌活動が行われてし、た

ものと推察された。

2) 春季では日出時から日守までの悶に2回の餌

活動のピークが認められ3 特にマガレイでは顕著であっ

."" I~O 
3) 春@秋季間で摂餌日周期が異なるのは食物の消化

時間および消化管内移動速度のためではなく 3 生活i年周

期に関連した餌料に対する生理的要求の度合およひ日照

時間の長さの違いによる可能性が強L、。
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